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 [授業の概要・目的]
　環境と農業との関わりを考えることは、地球環境の中に人間をどう位置づけるかという問題と直
接関わります。日本人は今、世界中から食材を集めて食べています。それは，世界中の水を、土壌
を、森とそこで暮らす生き物を消費していることでもあります。その一方で、日本の農業は縮小し
続けています。農地は放棄され，農村は疲弊し、かつてあった豊かな自然や文化が消失しようとし
ています。農業は環境に良いのでしょうか，悪いのでしょうか？日本にとって農業は必要なのでし
ょうか，不要なのでしょうか？　私たちは何を食べ何を食べるべきではないのでしょうか？　それ
らを考えるには，まずは世界で日本で農業・農村で今何が起きているかを知る必要があります．
　本講では、土壌学、森林生態学、植物病理学，農業経済学の研究者が，各分野の基礎理論と自身
のフィールドワークに基づいて，農業・農村と環境の現在について解説します。文理に亘る複眼的
観点から問題に向き合い，あるべき農業・農村の姿，私たちの食について自身で考え行動する礎を
与えるのが本稿の目的です．

 [到達目標]
１．環境と農業との関わりを知るために必要とされる土壌学、植物病理学，並びに社会科学の基礎
知識を習得する
２．環境と農業との関わりの現状について知る
３．環境と農業との関わりを持続的なものにするための施策や取り組みについて知る
４．現代の日本人の一人として、環境と農業の問題をどのように捉え、どのように行動していくべ
きかについて、自律的思考ができるようになる。

 [授業計画と内容]
第１講　解題
戦後の日本の食と農業の変遷を辿りながら、農業と農村環境、地球環境、並びに資源との関係につ
いて概説し、本講義で取り扱うテーマの位置づけを行う。（吉野）
第２講　農業生産と植物保護
生態学的見地から農業を俯瞰し農業技術と植物保護の必要性についてを説明する。（田中）
第３講　農薬とは
近代農業における基幹植物保護資材である農薬について、その法規制や食品添加物等の類似資材と
の異同を含めて解説する。（田中）
第４講　農薬の安全利用
農薬の使用や農産物摂取に際して要求される安全性の問題を解説するとともに、毒性学の基礎的な
考え方を紹介する。（田中）
第５講　生態系における窒素の流れと農業
生態系における窒素の流れとその農業における改変について学び、窒素が引き起こす環境問題の根
本的原因について考え、今後の日本の農業のあり方を思索する。（真常）
第６講　半乾燥熱帯アフリカの農業と砂漠化
土壌学の基礎知識・基礎理論をふまえ、半乾燥熱帯アフリカの農業を主に窒素の動態の観点から学
び、農業が引き起こす砂漠化の現状について理解する。（真常）
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第７講　乾燥帯における遊牧と砂漠化
モンゴルでは、千年以上にわたり、持続的な遊牧が行われてきたが、近年、遊牧スタイルが変化し、
砂漠化の危機が指摘されている。講義では、砂漠化のメカニズム、乾燥地での自然環境の脆弱性、
並びに、これに融和した人間の生業について学び、環境と調和した遊牧の持続性について考える。
（真常）
第８講　砂漠化対処技術の開発と普及
土壌学の基礎理論をふまえ、住民が実践可能な砂漠化対処技術の開発と普及における課題について
学び、途上国における環境保全のあり方について考える。（真常）
第９講　日本の食と農業
戦後日本農業の展開を辿りながら，日本の食と農業がどのように変容してきたか，また環境との関
りはどうなってきたかを振り返る（吉野）
第10講　環境保全型農業の成立条件
農業を環境と調和したものにするための政策的手段について学び、農業・農村、政府、市場、消費
者の役割について考える。（吉野）
第11講　環境保全型農業の実践
環境保全型農業の実践例を紹介しながら，環境保全型農業の実情と実現するための課題について考
える。（吉野）
第12講　里山の価値と保全に対する社会的取り組みの可能性
里山の価値と保全活動の必要性を理解し、行動しているボランティアやNPO会員の行動原理につい
て学び、社会全体で行う農村環境保全の意味と可能性について考える。（吉野）
第13講　環境と調和した食循環への転換の可能性
農業を環境と調和したものに転換していくためには、農業・農村だけの取り組みではなく、食生活
スタイルも含めた食循環そのものを見直さなければならない。ワークショップ形式で受講者どうし
の議論を行い，自らとるべき行動や行政・社会への働きかけについて主体的な考察を行う。（吉野）

第14講　総合討論
第2講から第13講までの、農林業資源の過剰利用による環境問題と農業資源の放置による環境問題
について学んだことをもとに、受講生の質問・意見を受け、講義担当者と受講生で討論を行う。（
全員）
第15講　フィードバック

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
毎回の授業でレポートを課し、以下に関する達成度を問う
１．講義で説明した環境と農業との関わりを知るために必要とされる土壌学、植物病理学、並びに
社会科学の基礎的な知識が身についたか
２．講義で紹介した環境と農業との関わりの現状について理解したか
３．講義で紹介した環境と農業との関わりを持続的なものにするための施策や取り組みを理解した
か
４．現代の日本人の一人として、環境と農業の問題をどのように捉え、どのように行動していくべ
きかについて、自律的思考ができるようになったか

 [教科書]
使用しない
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 [授業外学修（予習・復習）等]
復習として、授業で紹介した基礎的概念や事例、トピックについて復習し、自ら情報を集め、自問
することを求める。

 [その他（オフィスアワー等）]
 


